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１． はじめに 

 本工事は、最上川中流蔵岡地区において、樋門改修等の為の仮締切(迂回路)を設置する工事で

す。この蔵岡地区は、最上川と支川鮭川合流点付近の堤防と山間部に囲まれた低平地に位置して

おり、地区内を流下する角間沢川の内水被害を度々受けてきた地域であり、当社でも内水災害時

に戸沢村からの要請で、度々排水作業の応援を行っている思い入れのある地域です。工事着手前

に地区へのあいさつ回りをした際には、住民の方々の今回の事業に対する思いが伝わってきて、

なんとしても、期間内に、スムーズに、そして安全に、現場を進めなくてはならないなという気

持ちになりました。今回は、これまでに行ってきた現場での安全対策について紹介します。 

 

 

 

                  蔵岡地区内水被害の状況 

 

２． 工事概要 

・ 工事名   最上川中流蔵岡地区仮締切設置工事 

・ 工事場所  山形県最上郡戸沢村蔵岡地内 

・ 工期    平成 27 年 8 月 28 日～平成 28 年 3 月 25 日 

・ 工事内容  鋼矢板二重締切工 一式 盛土締切工 一式 仮設樋門工 一式 

 法覆護岸工 一式 アスファルト舗装工 一式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着手前(起点側からの空撮) 

 

３． 仮設樋門工施工時の安全対策について 

 今回の仮設樋門工の構造が、二重締切で打ち込んだ鋼矢板の一部を切断し施工をしなければな

らないため、上部に残された矢板(L=6.8m)の転倒防止と、落下防止対策が必要となりました。 
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① 転倒防止対策について 

当初計画時は、仮設樋門で打ち込んだ鋼矢板の一部の区間が掘り下げられるため根入不足にな

るが、前後に打ち込まれている矢板で抑えられるので問題ないだろうと思いました。しかし、実

際に鋼矢板の打ち込みが開始され、現場での位置や高さを目視してみると、規模の大きさから、

本当に大丈夫なのかと不安になりました。もし作業中に地震や想定外の突風が発生したら・・・、

そう考えると、たとえ前後が地中に埋設され固定されていても絶対大丈夫という確証がもてなく

なりました。今回のようなケースは初めての経験でもあったため、社内で検討を重ねた結果、矢

板を上部で門形に固定する案を採用することにしました。矢板を上部で門形に固定することで、

仮締切(迂回路)



両側の矢板が一体化され、安心して作業を進めることができました。 

 
アングル固定状況 

 

 
     アングル固定完了 

 

       門形固定状況 

 

 

       門形固定完了 

 

② 落下防止対策について 

仮設樋門工床掘り完了後、仮設樋門の施工位置にあわせ鋼矢板を高さ 3.0ｍ・幅 3.6ｍの断面で

切断しなければなりません。下部の鋼矢板は地中に埋まっていて安心ですが、上部の鋼矢板

(L=6.8m・N=9 枚)は中吊り状態となり非常に不安定で落下の可能性がありました。当初は切断前

に矢板同士を溶接して固定しようと考えましたが、上部の矢板の転倒防止対策と同様に、切断し

ない鋼矢板と切断する鋼矢板をアングルにて両側から挟み込みボルトで固定し一体化させました。

実際に鋼矢板を切断してみると、切断直後に 5mm 程度の下がりは確認されましたが、仮設樋門

の施工中の変動もなく、安全に仮設樋門を完了することができました。 

 
      鋼矢板切断状況 

 

 
      鋼矢板切断完了 



４． 中詰め盛土時の安全管理について 

 鋼矢板二重締切工の中詰め盛土は、上部にタイロッドが＠2.4m 間隔で設置されており、大型の

運搬車両及び重機での盛土作業の施工が困難な条件でした。そのため今回は、二重締切の外側か

ら盛土材を投入し、内側で小型のバックホウ及び転圧機械による盛土の施工を行いました。外側

からの土材料の投入は内側の状況が目視でまったく確認できません。当初は車載型のカメラの映

像と無線等を利用した作業を検討しましたが、死角が多すぎることと、内側の盛土を左右均等に

行わなければならないなどの条件から、高所作業車を利用した合図者の指示による施工を実施し

ました。合図者と内外側のオペレーターとが同時通話できる無線を使用したことにより、声と動

作の二重の合図で安全を確保したため、スムーズに作業を進めることができました。 

 また、盛土中の鋼矢板の傾き等の確認にはデジタル水平器を活用し行いました。デジタル水平

器を使用したことにより傾きを数字で確認しながら施工する事ができ、盛土中の矢板の傾きの測

定に役立ちました。 

 
      中詰め盛土状況 

 

 
      中詰め盛土状況 

 
      中詰め盛土状況 

 

 
      矢板の傾き確認状況 

 

５． おわりに 

現場での安全管理及び事故防止対策は、スムーズな現場進捗に不可欠なものです。現在も

冬季の厳しい施工条件の中、工事は進行中ですが、今後も安全を第一に考え、無事故で工事

を完成できるよう、現場従事者と一丸となり頑張って行きたいと思います。 


